
平成２２年度　全国高等学校総合体育大会

　平成22年度全国高等学校総合体育大会「美ら島沖縄総体2010」が、「青天届く君の風　みなぎる闘志が夏に輝く」
のスローガンのもと、「単独県開催」最後の沖縄県で開催されました。

　皇太子殿下ご臨席のもと、沖縄県総合運動公園陸上競技場で総合開会式が、47都道府県の役員と選手団の入場行進
より始められました。　入場順は、今年度は「南」からとなり、本県は７番目に入場。　本県旗手の直方高校　男子

バスケットボール部主将　原田晃輔 君（3年）を先頭に、吉田英治団長（福岡県高体連会長）が続き、更に前年度
男子バスケットボール優勝の福岡第一高校　本間遼太郎 君（3年）が優勝杯を掲げ、役員４名 選手68名（男子・
女子 各34名）計72名が堂々の入場行進をおこないました。　皇太子殿下より、お言葉をいただき、開会セレモニー
は終了。　その後は、各都道府県選手団はバックスタンドに移動。　地元の高校生による演技を鑑賞し、素晴らしい
演技に拍手を送りました。　総合開会式終了後は、「チーム福岡」を合い言葉に、明日からはじめる各々の競技での
健闘と各校の誇りをかけて全力を尽くす事を約束し、解散いたしました。　
　明日からの福岡県選手団の健闘をお祈りいたします。　　頑張れ　福岡県選手団！！

　福 岡 県 選 手 団 結 団 式

　総合開会式に先立ち、補助陸上競技場において「福岡県

選手団結団式」が、県教育委員会より杉光　誠 教育長を
はじめ４名の出席のもと、おこなわれました。
　式では、吉田英治団長（福岡県高体連会長）や杉光　誠

教育長から、20日間におよぶ各競技の熱戦を期待するとの
激励がありました。「チーム福岡」として団結して臨む事
を確認し、福岡県選手団の結束を果たし、明日からの戦い
に向け、各チーム決意を新たにいたしました。

 　☆旗手　原田晃輔 君（直方高校3年）のコメント
栄誉ある旗手に選ばれたときは、「本当に自分でいいのかぁー」と思っていました。今日を迎えるまで不安と緊張で
いっぱいでしたが、皆さんのおかげで思いの外緊張せず、楽しく行うことができました。明日からの試合では、自分
たちの力を、100％出し切ることを目標に頑張ります。本当に今日はありがとうございました。

福岡県選手団　　参加校　９３校　　総参加数　９３７名
選手数　７４３名（男子　４２８名　女子　３１５名）　監督　１９４名

美ら島沖縄総体2010　開幕

【堂々の入場をおこなう福岡県選手団】 【健闘を誓う福岡県選手団】

【選手団に激励を行う杉光教育長】
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　　　　 ※バスケットボール　＜男子＞　福岡第一高校（１３名）　　直方高校（１３名）
　　　　　　 　　　　　　　　＜女子＞　中村学園女子高校（１３名）　　精華女子高校（１３名）
　　　　 ※弓　道　＜男子＞　九産大付属九産高校（６名）　　北筑高校（１名）　　武蔵台高校（１名）
　　　　 　　　　　＜女子＞　鞍手高校（６名）　　　宗像高校（６名）　　　青豊高校（１名）

○陸上競技

　＜男子＞　400ｍ 予選・準決勝・決勝　、　1500ｍ 予選　、　４×100ｍリレー 予選　、　棒高跳び 予選
 　　　　　　　砲丸投げ 予選・決勝　、　８種混成（前半）
 　　＜女子＞　400ｍ 予選・準決勝・決勝　、　1500ｍ 予選　、　3000ｍW 予選　、　４×100ｍリレー 予選
 　　　　　　　やり投げ 予選・決勝

○バスケットボール　１回戦　＜男子＞　福岡第一　VS　安城学園（愛知）、　直方　VS　八王子（東京）
　　　　　　　　　　　　　　＜女子＞　中村学園女子　VS　就実（岡山）

　精華女子　VS　札幌創成（北海道）
○バドミントン　　　学校対抗戦　１～３回戦　　＜男子＞　自由ケ丘　　　＜女子＞　九国大付属

○弓　道　　　　　　団体及び個人 予選　　＜男子＞　九産大九産、北筑、武蔵台
　＜女子＞　鞍手、宗像、青豊

○フェンシング　　　個人フルーレ予選　　 ＜男子＞　福岡魁誠　　　＜女子＞　福岡魁誠
○ボクシング　　　　各階級１回戦
○自転車　　　　　　個人ロードレース

今日の注目

　いよいよ競技が始まり、競技初日から本県注目のバスケットボールが開催。男子は、初戦から二連覇を狙う
福岡第一高校と「全国の雄」福大大濠高校を県総体見事に破り、同種目24年ぶりに「公立高校」がＩＨの出場
権を得た直方高校が登場。女子も中村学園女子高校、精華女子高校が共に初戦から登場する。
　陸上競技は、女子では400ｍ木原舞弓選手（筑紫丘）に注目。6月おこなわれた北九州大会では、大差で優勝
を飾る実力者。　バドミントンでは男女ともに学校対抗戦3回戦までがおこなわれ、男子は自由ケ高校、女子は
14年連続28回目出場の九州国際大学付属高校が出場し、ベスト８をかけた熱い戦いが繰り広げられる。　
　ボクシングは、優勝の期待がかかるバンタム級 冨吉崇太選手（東福岡）とライトウェルター級 西井喬之
選手（豊国学園）の他５名が1回戦より出場。　弓道では、男女ともに団体戦及び個人戦の予選が行われる。
　フェンシングでは、男女個人フルーレ予選が、自転車では個人ロードレースが行われ、県内各地で熱い戦い
がいよいよはじまる。　　頑張れ福岡県！！

【 発行するにあたり 】

　昨年度より、このような情報誌「福岡県選手団IH応援レター」を作成し、アクシオン福岡がもつ「fsweb
（福岡ｽﾎﾟｰﾂｳｪﾌﾞ）」を利用させていただき、福岡県内の全ての高等学校に配信いたしております。各競技
満遍なく、一校でも、また一人でも多くの選手を紹介し、皆さんに情報を提供し、内容を更に充実したもの
にしたいと思います。　このIHは、「学校対抗戦」が基本でありますが、各チーム及び選手の一人ひとりが
「福岡県代表」としてのプライドを秘め、母校の名誉をかけて精一杯のパフォーマンスを発揮してもらいた
いものです。われわれも、現地で一つでも多くの競技の応援に出かけ、力の限り応援いたします。

　 　現地スタッフ　　畠中　哲治（理事長：福岡県体育研究所）　　長濱　哲也（次期理事長：福岡工業高校）
 　　　　　　　　　　田中　球磨（副理事長：八幡南高校）　　　　吉本　淸司（副理事長：朝倉東高校）
  　　　　　　　　　  長谷川和浩（副理事長：直方高校）

※この情報誌は、アクシオン福岡の福岡県スポーツ情報配信システム「fsweb（福岡スポーツウェブ）」により、福岡県内
  の高等学校宛にメール配信しています。　　情報の提供や応援メッセージがございましたら、上記アドレスまでメール
　してください。　 皆様からのお便りをお待ちしています。

【 総合開会式参加競技及び関係校 】
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